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オートデスク株式会社技術営業本部

Civil 3D / InfraWorks

新機能紹介 (2022.1, 2023)



Civil 3D –標準機能
Civil 3D



赤字を日本語の動画で解説

 コリドーの改善

o (2022.1) テンプレートの適用（異なるコリドー間で、計画線、サーフェス、勾配パターンの設定をコピー）

o (2022.1) ターゲット設定の改善（新しい「ターゲットマッピング」ダイアログボックス）

o (2022.1) パラメータの一致（異なるコリドー間で、サブアセンブリ、ターゲット、間隔パラメータをコピー）

o (2022.1) 再作成の改善（従属関係に基づいた再作成、予期しない再作成の減少）

o (2023) ターゲット設定の改善（サーフェスの一括設定、フィルタの適用、レイヤとの動的リンク）

o (2023) ソリッドのプロパティセット（「コリドー ID」プロパティセットの追加）

 Collaboration for Civil 3D の改善

o (2022.1) 各種機能の追加（ボタンの追加、モデルブラウザでオブジェクト名を表示）

o (2023) Sheet Set Manager for Web（シートセットの編集、PDF出力、eTransmit）

Civil 3D –標準機能



赤字を日本語の動画で解説

 Subassembly Composerの改善

o (2022.1) パラメータ（入出力、ターゲット）の順序を、ドラッグ＆ドロップで入れ替え

o (2023) ファイル更新時の * マークの追加、Auxiliary Curve Object の追加

 パフォーマンスの改善

o (2022.1) 開く、保存、再作成、横断ビュー、圧力管、データショートカット

o (2023) 横断ビュー、横断抽出ライン、イベントビューワ、ビューポート

 Civil 3D API の改善 (2022.1, 2023)

o コリドー、カント、横断/横断ビュー、データショートカット、横断勾配擦付ビュー

 軌道、圧力管ネットワークの改善 (2022.1, 2023)

Civil 3D –標準機能



(2022.1) テンプレートの適用

Civil 3D –標準機能



(2022.1) ターゲット設定の改善

Civil 3D –標準機能



(2023) ターゲット設定の改善

Civil 3D –標準機能



(2023) ソリッドのプロパティセット

Civil 3D –標準機能



起動時の注意点

 Civil 3D を AutoCAD として
起動するためのショートカットは
提供されなくなりました。

 今後は、AutoCAD と一緒に
Civil 3D Object Enabler を
インストールするか、
Civil 3D を起動して [作図と注釈] 
ワークスペースを選択すると、
AutoCAD の機能にアクセスする
ことができます。

Civil 3D –標準機能



Dynamo for Civil 3D
Civil 3D



(2022.1) Binding Data 

 Dynamo や Dynamo Player で AutoCAD や Civil 3D のオブジェクトを作成する際、

新規に作成するか、既存のオブジェクトを上書きするか、の設定が可能に

o Civil 3D を管理者として実行する必要あり

Dynamo for Civil 3D

同じセッション内でも

オブジェクトを新規作成

* セッション：Dynamo画面を

開いてから閉じるまで

同じセッション内なら

オブジェクトを更新

(dyn, dwg を閉じると

設定が消える)

同じ dwg 内なら

オブジェクトを更新

(他の dwg で実行すると

設定が消える)

他の dwg で実行しても

元の dwg 上にある

オブジェクトを更新



(2022.1) Binding Data 

Dynamo for Civil 3D



(2022.1) Dynamo Core Update

 Dynamo Core が Ver 2.10 から Ver 2.12 にアップデート

o Dynamo Core 2.11 リリースノートはこちら（英語）

o Dynamo Core 2.12 リリースノートはこちら（英語）

Dynamo for Civil 3D

各ノードのヘルプが

閲覧可能に (2.11)

各ノードの

情報がより

詳細に (2.11)

https://dynamobim.org/dynamo-core-2-11-release/
https://dynamobim.org/dynamo-core-2-12-release-part-1-2/


(2022.1) Dynamo Core Update

 Dynamo Core が Ver 2.10 から Ver 2.12 にアップデート

o Dynamo Core 2.11 リリースノートはこちら（英語）

o Dynamo Core 2.12 リリースノートはこちら（英語）

Dynamo for Civil 3D

Excel をインストールしていなくても

xlsx の入出力が可能に (2.12)

オートコンプリート機能の拡張 (2.12)

・ダブルクリックで起動

・出力ポートやカスタムノードにも対応

https://dynamobim.org/dynamo-core-2-11-release/
https://dynamobim.org/dynamo-core-2-12-release-part-1-2/


(2022.1) Dynamo Core Update

 Dynamo Core が Ver 2.10 から Ver 2.12 にアップデート

o Dynamo Core 2.11 リリースノートはこちら（英語）

o Dynamo Core 2.12 リリースノートはこちら（英語）

Dynamo for Civil 3D

Dynファイルに

様々なプロパティを

追加可能に (2.12)

https://dynamobim.org/dynamo-core-2-11-release/
https://dynamobim.org/dynamo-core-2-12-release-part-1-2/


(2023) Dynamo Core Update

 Dynamo Core が Ver 2.12 から Ver 2.13 にアップデート

o Dynamo Core 2.13 リリースノートはこちら（英語）

o Dynamo Core 2.13 アップデート内容の詳細な動画はこちら（日本語）

• 全般：ダークグレー基調の、新たなデザイン

• ノード：フィルタの適用

• ノード：入力ポート、プレビュー、
エラーのデザインの改善

• ノード：Units, Polycurve系の新しいノード

• ワイヤ：固定ピンやWatchノードの追加

• グループ：階層化に対応

• パッケージ：フィルタの適用

• などなど…

Dynamo for Civil 3D

https://dynamobim.org/dynamo-core-2-13-release-part-1-3/
https://knowledge.autodesk.com/ja/search-result/caas/simplecontent/content/dynamo-213-E3-81-AE-E3-82-A2-E3-83-83-E3-83-97-E3-83-87-E3-83-BC-E3-83-88-E6-83-85-E5-A0-B1.html


Project Explorer
Civil 3D



概要と注意点

 概要

o 各種データの閲覧、編集を簡素化する UIを提供

o カスタムレポートやテーブルを効率的に生成

 注意点

o Ver 2021.1 以降の Civil 3Dが必要

o AECC, EBA, Token Flex いずれかの契約が必要

o Civil 3D とは別個にインストールが必要

o 詳細はこちら

 紹介動画はこちらからも入手可能

Project Explorer

object

parameter

https://knowledge.autodesk.com/ja/support/civil-3d/troubleshooting/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/Where-to-find-Project-Explorer-for-Civil-3D.html
https://www.youtube.com/watch?v=o2_gmdU_vUI


概要

Project Explorer



Geotechnical Modeler
Civil 3D



概要と注意点

 概要

o 地層境界のサーフェスを効率的に作成

o 柱状図を作成し、縦断ビューに投影 (2D, 3D)

 注意点

o Ver 2022.1 以降の Civil 3D が必要

o Civil 3D とは別個にインストールが必要

o 詳細はこちら

 紹介動画はこちらからも入手可能

Geotechnical Modeler

https://help.autodesk.com/view/CIV3D/2022/JPN/?guid=Civil3D_GeoTech_Installation_html
https://www.youtube.com/watch?v=dG1AlkcyUuE


概要（XML to CSV コンバータはこちら）

Geotechnical Modeler

https://autode.sk/3DnF2U0


Civil 3D 日本仕様
Civil 3D



概要

 Civil 3D で使える、日本向けのテンプレート・サブアセンブリ・コマンド

 Civil 3D 2023 日本仕様は 5 月下旬～6 月上旬でリリースの予定

o 公開時の入手場所はこちら

 2023 変更内容（予定）

o 機能改善：J-LandXML対応サブアセンブリ（切土部の路体を作成、拡幅へ対応、etc）

o 機能改善：UIの変更（国総研交換標準ファイル読み込み→ J-LandXML読み込み）

o バグの修正：横断図数量表で、縦断を作成せずに実行するとフェイタルエラーになる

o バグの修正：IP点計算書で、出力される座標が違う

Civil 3D 日本仕様（J ツール）

https://apps.autodesk.com/CIV3D/ja/List/Search?isAppSearch=True&searchboxstore=CIV3D&facet=&collection=&sort=&query=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BB%95%E6%A7%98


J-LandXML対応サブアセンブリ

Civil 3D 日本仕様（J ツール）



InfraWorks 2022.1
新機能紹介



InfraWorks新機能紹介
赤字を日本語の動画で解説

 InfraWorks 2022.1 update

o クロスフレーム/一般的なオブジェクトの
パーツごとのタイプ割当て

o スプレッドシートを用いた部材断面の編集機能の強化

o Autodesk Robot Structural Analysis(RSA)のサポート

o カスタムパーツの要求パラメータ割当て機能



o

o

o

o



InfraWorks 2022.1新機能
クロスフレーム/一般的なオブジェクトのパーツごとのタイプ割当て

 クロスフレーム/一般的なオブジェクトセットに対して、
パーツごとに個別のタイプを
割り当てることが可能となった

 従前は個々のパーツごとに
個別のタイプを割当てることは不可

 構造物の作成に際し、より柔軟な
パーツの対応が可能となった



InfraWorks 2022.1新機能
スプレッドシートを用いた部材断面の編集機能の強化

 スプレッドシート(Excel)を用いた
モデル編集に際し、断面の編集や、
断面の追加・削除が可能となった
（桁、デッキ、トンネル）

 従前はUIにて直接編集を行っていた

 構造物の線形方向に沿った形状変化を
より簡単に反映できる



InfraWorks 2022.1新機能
Autodesk Robot Structural Analysis(RSA)のサポート

 解析機能が拡張され、解析ソフトウェアとして

Autodesk Structural Bridge Design(ASBD) 
に代わりAutodesk Robot Structural Analysis
(RSA)を選択することが可能となった

 ASBDに比べ多くのモデリングオプションを提供し、
大きく精緻なモデルの解析にも対応できる



InfraWorks 2022.1新機能
カスタムパーツの要求パラメータ名割当て機能

 カスタムパーツを読込む際、スタイルパレット
上で要求されるパラメータ名に対し、作成した
カスタムパーツのパラメータ名を割当てること
が可能となった

 従前は要求されるパラメータ名と同じ名前の
パラメータを設定する必要があった

 2022.1ではパラメータ名を意識することなく
カスタムパーツを作成することが可能に



InfraWorks 2023
新機能紹介



InfraWorks新機能紹介
赤字を日本語の動画で解説



o

o

o

o

 InfraWorks 2023 update

o コマンド検索機能

o カスタムパーツ作成ワークフローの改善

o カスタムパーツ修正ワークフローの改善

o Autodesk Structural Bridge Design (ASBD)からのモデル更新



InfraWorks 2023新機能
コマンド検索機能

 モデル空間上で「Ctrl+F」を押すことで、
ポップアップによるコマンド検索機能
の利用が可能となった

 キーワードを入力すると、関連する
コマンドがリストで表示される

 何も入力しないと、過去５回前までに
操作したコマンドが表示される



InfraWorks 2023新機能
カスタムパーツ作成ワークフローの改善

 Inventorで作成したモデルは
カスタムパーツとして
InfraWorksで読込むことが可能

 従前は読込みにあたり
Inventor側にプラグインが必要だった

 2023よりプラグインが不要で、
Inventorで保存したIPTファイルを
直接InfraWorksで読込むことが可能に



InfraWorks 2023新機能
カスタムパーツ修正ワークフローの改善

 スタイルパレット上でカスタムパーツ
の更新を確認、反映させる機能が追加
（橋梁/トンネルのみ）

 従前は更新したカスタムパーツ
を再度読込み、適用させる必要があった

 2023ではカスタムパーツの更新は
「更新を確認」クリックのみで可能に、
適用先の全インスタンスへ反映される



Autodesk Structural Bridge Design (ASBD)からのモデル更新

 Autodesk Structural Bridge Design 
(ASBD)での更新をInfraWorks側に
自動的に反映

 橋梁解析/設計とパラメトリックモデル
間の双方向ワークフローを提供

※ASBDは日本語未発売

InfraWorks 2023新機能



InfraWorks日本仕様
新機能紹介



より日本の設計に即したモデリングが可能に

 以下の項目に関して、
より日本の設計に即したコンテンツを提供中

o 計画道路、コンポーネント道路

o 橋梁、トンネル（コンポーネント道路用）

o 都市ファーニチャ（コンポーネント道路の装飾にも）

o 排水構造物

 InfraWorks 2022.1/2023での挙動確認済

InfraWorks日本仕様とは 例：コンポーネント道路



より日本の設計に即したモデリングが可能に

 以下の項目に関して、
より日本の設計に即したコンテンツを提供中

o 計画道路、コンポーネント道路

o 橋梁、トンネル（コンポーネント道路用）

o 都市ファーニチャ（コンポーネント道路の装飾にも）

o 排水構造物

 InfraWorks 2022.1/2023での挙動確認済

InfraWorks日本仕様とは 例：橋梁

例：トンネル



より日本の設計に即したモデリングが可能に

 データセット・解説の提供
https://bim-design.com/infra/training/infraworks.html

InfraWorks日本仕様とは

 オンデマンドによる解説
https://bim-design.com/infra/online-seminar/infraworks-
entry-04-q0bgt9otyt/

https://bim-design.com/infra/training/infraworks.html
https://bim-design.com/infra/online-seminar/infraworks-entry-04-q0bgt9otyt/
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